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『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　伊藤喜
よ し み

美氏は、市名誉市民第１号。㈱バロー創業者

で、現相談役名誉会長。１９２２（大正１１）年、大井町出身。

㈱主婦の店を創業し、卓越した経営手腕で現在のバロー

に育て上げた。１９９２（平成４）年、市国際交流協会会長、

１９９５（平成７）年、恵那商工会議所会頭、現名誉会頭。

１９９９（平成１１）年には私財の寄付により（財）伊藤青少

年育成奨学会を設立し、奨学

金支援や部活動助成など青少

年の健全育成に寄与。２００７

（平成１９）年には、読書に対す

る自身の思いから、１０億円の

私財を投じて市中央図書館の

建設と、蔵書２万３,０００冊を

市に寄贈、多くの市民に親し

まれている。同年、名誉市

民第１号に選ばれた。

７５

７６

▲樹齢は推定２，５００年

▲市中央図書館（伊藤文庫）を寄贈

　名の由来に次の説がある。源
みなもとのよしつね

義経が奥
おう

州
しゅう

下向の折、大船山に登山し本尊に祈願した。

弁慶はスギの小枝を折って「この祈願むな

しからずんば、この枝生い栄えよ」と地に

挿した。この枝が弁慶杉となり、本尊の加

護で無事平泉へ下ることができたという。

大船神社の弁慶スギ 日本の巨木第７位

伊藤喜美 名誉市民の第１号
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『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１．０円（税込み）です。

　（財）伊藤青少年育成奨学会は、岐阜県出

身または県内在住大学生への奨学金の支

給、県下高校の運動部やスポーツイベント

に対する資金援助、国際交流事業への援助

などの活動を２０００（平成１２）年から続けて

いる。

　弁
べんけい

慶スギは、上矢作町大
おおぶねさん

船山の大船神社境内にある幹

囲１０．６㍍のスギの巨木。大船神社の前身大船寺は、か

つて真言密教の修験者たちによって開かれ、修験道の行

場として盛んであった。周囲には多くのスギの大木が点

在し、その中でも弁慶スギは特に大きく、スギとしては

国内第７位、県内第２位の大きさを誇る。１９９１（平成３）

年の調査によると、樹齢は推定２，５００年といわれている。

名の由来は、奈

良東大寺の初代

別
べっとう

当良
ろう

弁
べん

の弟子

の弁慶が植えた

という一説があ

る。１９５９（昭和

３４）年、県の天

然記念物に指定

されている。

次号は７月１５日号
　発行日は７月１３日㈮です

▲ことし３月の暴風で枝の一部が折れた

▲平成２０年に行われた名誉
市民推挙式


